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え の調 整え への連Cり隆近の,K位 条イすか うな エネルギーの“4～ 28,4%ε 親吻資する●1署″ヾ
.あ

り、 Lハ t90ぼ なC近 卜,人取火量 て"あ多,あ その坂り ■は容 易を 7・ 。と ば杵た独夕 ‐の

オ 1段 階 は』妙 KFよ るもの であ り、 され 卜ょ っ てし、W、の場寡 J考 11ル υKで は城 夕 し得 な

いけ、W時 卜腰ォ2我 貯 として図示のや さ2Pつ のグ ート下の水束り付≠≧膜‐
火と力l用、両親寡

工 のユ な 辻 に よ って 一
挙 卜向題 む解 ス す る´ この

衛 安 に よ う療 タ エ ト他 卜次 のく0こ タリ美パ

あ る。(1)し 、W.静 近 にtaろ 透霧 η彙影反夕aりKの イ を 乞竹 左 夕 く す る。(2)日 、W,障 進 ,1す 粥ここ

同そう〆JbКをさど裁戒せしめ、図スのヵ夕 溢し
・
長さざ城 膨簿夕γ壁の保装ェt城 タィろ。

なお`、日、W、時ではゲニト下の来求は2あ 塁九と夕,そ のよ的0イ 苺ん性′まア法ゲート肯

働の隆rnat渦 卜ようゲート振動bli子健 `れ る・これに関すぅ実験結果 は講表時 に丼∠オる.

(夕2″1)募 葎電″ 〔カウ芽たミ178■～65、8η流量472″ 質 =夕 運転)の tri P時 の狡7k末

は数,K管形状 によりつ矢リニゲうれ、現在の城夕りしυ気,メ9メ5つ の呵た,徊l角芳 し卜触 れ7・・ト

教ムされて来♀霧イテ距雑幻 ιοζ圭直景火あて/ヶlg佃卜ふみ
・
対寿卜多り立する。城夕地拡大不可

能′菊 床ニキ,あ 永逹 ,は ね双り′k未 手の象今まり、t"P時 夕Dkの ガタ エとιてテル7ター

t堤 集 しそのず諏適 な傾嬌→角みグ高さど実験 でに野史オ嘆♂すする。その皓呆″夏傘キの3θ:ち さ8m′

tし てテンレクター位置を可及`タガC線1へ業置してう呆む見、

更卜改な宋として図ス隔産とデンレクター働内卜認Lけて水来
の薇力旬の動ヒね芋がむ押ざえてWater ctLSbOn t効ハすと

妨呆落しく、放永の大掃ケは坂募七肉卜"抑 ,下えだ雹

竹へ琉量を窃妙卜土り充すことかJ矛 ろ́
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